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INFORMATION

＊原則として、毎月第１～４水曜日・専門家別に開催しています
　（  ご相談時間は、①13:30～ ②14:00～ ③14:30～の
いずれか30分間です）。

＊  ご利用の際は、上記「今月の日程」を確認の上、電話でご予約く
ださい（ご相談内容によっては別の事業をお勧めさせていただ
く場合がございます）。

経営に関する法務全般、創業、事業引き継ぎ等の
「こんなとき、どうしたらいいのかな？」

というお悩みに
専門家（中小企業診断士・税理士・弁護士）がお答えします！

「専門家定例相談」のご案内

まずはお気軽にお電話ください　TEL 263-1161
事前にご連絡頂きましたら、19時までご相談をお受けしております。
（相談時間 平日8：45-17：15）

無料
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金沢商工会議所会報
「効果的な営業手法を学び、安定経営を目指します」 －企業ドック制度　利用企業インタビュー－ ２

「家族経営の飲食店なので本当に助かりました」 －生命共済制度　利用企業インタビュー－ ４
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小規模事業者の皆様を強力に支援 －平成29年度経営発達支援事業　実績報告－ ８

いよいよ開幕！第67回金沢百万石まつり 10

会議所の動き 12

AR 職人の手仕事 ～伝統工芸に技を見る～ vol. ２ 13

商店街イベント情報 14

　当地に脈 と々受け継がれてきた数多くの伝統工芸は、生
活様式の変化や職人の高齢化・後継者不足により、中には
技術の保存および継承が危ぶま
れる状況が発生しています。
　当所では、こうした希少な伝統
工芸を保存・継承していくため、今
年度の会報表紙のテーマを、「伝
統工芸の細部に光る手仕事」とし、
工芸品の魅力を訴求していきます。

・  ６月号の表紙：
「二俣和紙」（P13で特集）

平成30年度の表紙について

○会報の目次にご注目ください！
　目次に ARマークが付いているページは、AR機能対象のページ
となります。対象ページの指定箇所をアプリでスキャンすること
で、関連した動画、音声、URLリンクなどが立ち上がります。

※  各ページのＡＲ配信は、一定期間後に終了となりますので、ご了
承願います。

「App Store」もしくは「Google 
play」で「COCOAR2」と検索し、
インストールしてください。

「COCOAR2」アプリを起
動し、指定画像にかざして
スキャンしてください。

「COCOAR2」アプリの
インストール

STEP
１

COCOAR2を
起動してかざす

STEP
２

※COCOAR2は無料アプリです。

SCHEDULE 6月の日程
１（金） ★  金沢百万石まつり（～ 6/3）

◆  ビジネスマネジャー検定　申込締切
６（水）  専門家定例相談（経営）
８（金） ◆  BATIC検定　申込締切

◆  環境社会（eco）検定　申込締切
10（日） ◆  簿記検定試験（１～３級）

13（水）  専門家定例相談（法律）
14（木） ◆  リテールマーケティング検定　申込締切
17（日） ◆  カラーコーディネーター検定（２～３級）
20（水）  専門家定例相談（税務）
27（水）  専門家定例相談（法律）

●  セミナー　　  無料相談※要予約　　◆  検定　　★  イベント　　  その他
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〝
健
康
な
企
業
〞
を
目
指
す
事
業
所
に
専
門
家
を
無
料
で
派
遣
す
る
「
企

業
ド
ッ
ク
制
度
」。
経
営
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
利
用
さ
れ
た
、
創
業
間
も

な
い
事
業
所
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

―
事
業
内
容
と
起
業
の
き
っ
か
け
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
4
月
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の
エ
ク
セ

ル
を
業
務
効
率
化
に
活
か
す
会
社
を
起
業

し
ま
し
た
。
事
業
内
容
は
、
エ
ク
セ
ル
の

操
作
法
の
個
別
指
導
と
事
務
作
業
改
善
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、事
務
作
業
代
行
で
す
。

　

前
職
は
、
電
気
関
係
の
開
発
設
計
を
担

当
す
る
派
遣
社
員
で
し
た
が
、
最
も
得
意

な
の
は
エ
ク
セ
ル
で
し
た
。
派
遣
先
で
働

い
た
際
、
多
く
の
会
社
で
エ
ク
セ
ル
が
有

効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た

の
が
、創
業
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

エ
ク
セ
ル
は
、
マ
ク
ロ
と
い
う
自
動
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
わ
な
く
て
も
、
本
来
の

機
能
を
使
う
こ
と
で
市
販
の
専
用
ソ
フ
ト

と
、
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
自
社
に
合
わ
せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も

容
易
で
す
。

　

し
か
し
、
エ
ク
セ
ル
を
手
書
き
の
清
書

程
度
に
し
か
使
わ
な
か
っ
た
り
、
同
じ
宛

名
や
住
所
を
何
度
も
繰
り
返
し
入
力
し
た

り
す
る
会
社
が
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
「
宝
の
持
ち
腐
れ
」
と
「
作
業
効
率
の

悪
さ
」
を
解
消
し
、
働
き
方
改
革
に
も
役

に
立
て
る
と
考
え
て
起
業
し
た
の
で
す
。

―
企
業
ド
ッ
ク
制
度
で
専
門
家
の
指
導
を

希
望
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

創
業
は
し
た
も
の
の
、
実
は
営
業
経
験

が
あ
り
ま
せ
ん
。
営
業
先
で
は
、
エ
ク
セ

ル
と
言
っ
た
だ
け
で
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

ア
ウ
ル
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス　
代
表　

坂
下
悠
介
さ
ん

金沢市八日市 2 丁目 127-1　

℡ 090-2035-4989

先
生
」
に
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
な

か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

広
告
に
頼
ろ
う
と
し
て
も
、
チ
ラ
シ
の

作
り
方
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
チ
ラ

シ
は
、
オ
ー
ト
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
の
専
門

用
語
を
使
い
、
過
去
の
実
績
を
文
字
だ
け

で
羅
列
し
た
た
め
「
メ
リ
ッ
ト
が
よ
く
分

か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
、
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

起
業
後
半
年
で
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も

い
か
な
く
な
っ
た
時
、
金
沢
商
工
会
議
所

さ
ん
に
、
企
業
ド
ッ
ク
の
利
用
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。

 

料
金
設
定
や
営
業
法
を
見
直
す

―
経
営
診
断
の
効
果
や
新
た
に
判
明
し
た

課
題
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

広
告
手
法
の
指
導
は
、
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
広
告
の
構
成
を
3
つ

に
分
け
、
仕
事
内
容
を
伝
え
る
「
ス
ペ
ッ

ク
」、
顧
客
の
共
感
を
得
る
「
エ
ッ
セ
ン

ス
」、
顧
客
の
利
益
を
訴
え
る
「
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
」
に
整
理
し
ま
し
た
。

　

顧
客
の
メ
リ
ッ
ト
が
よ
く
分
か
る
よ
う

に
、
見
出
し
も
「
90
分
か
か
っ
た
仕
事
が

10
分
で
終
わ
る
」、「
簡
単
に
作
業
を
効
率

化
で
き
る
」
な
ど
と
工
夫
し
、
文
字
ば
か

り
だ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
も
変
え
ま
し
た
。

　

新
た
な
課
題
と
し
て
気
づ
い
た
の
は
、

価
格
設
定
で
す
。
当
初
は
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
相
場
を
参
考
に
割
高
感
を
も
た
れ
な
い

企
業
ド
ッ
ク
制
度　

利
用
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

効
果
的
な
営
業
手
法
を
学
び

安
定
経
営
を
目
指
し
ま
す

エ
ク
セ
ル
の
活
用
を
企
業
に
ア
ド
バ
イ
ス

苦
労
を
減
ら
し
「

苦
労
を
減
ら
し
「
不不ふ

く
ろ
う

ふ
く
ろ
う

苦
労
苦
労
」
に
」
に

イイ
ス
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よ
う
、
1
時
間
3
0
0
0
円
に
設
定
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
移
動

や
雑
談
、
指
導
の
準
備
、
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
と
い
っ
た
時
間
が
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
か
か
る
時
間
と
報
酬
が
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
だ
と
分
か
り
、
お
試
し
を
兼
ね
て

初
回
は
3
0
0
0
円
に
。
価
値
を
理
解

し
て
も
ら
っ
た
次
回
以
降
は
、
6
0
0
0

円
に
修
正
し
ま
し
た
。
低
価
格
を
維
持
す

る
た
め
、
出
張
指
導
で
は
な
く
来
所
し
て

も
ら
う
な
ど
、
仕
事
の
や
り
方
も
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
き
な
課
題
だ
と
気
づ
い
た

の
は
、
エ
ク
セ
ル
で
扱
う
の
は
売
上
や
原

価
な
ど
、
社
外
秘
に
し
た
い
デ
ー
タ
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
ら
か
じ
め

信
頼
関
係
を
築
け
な
け
れ
ば
、
仕
事
を
受

注
す
る
の
が
極
め
て
難
し
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
「
大
海
に
い
け
す
を
作
る
」
営
業
方
法

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

業
務
改
善
・
働
き
方
改
革
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
、受
講
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

顧
客
の
要
望
を
探
っ
た
上
で
、
こ
れ
を
元
に

ア
ポ
を
取
り
営
業
す
る
方
法
で
す
。
手
当
た

り
次
第
で
は
な
く
、
こ
う
し
て
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
る
よ
う
教
わ
り
ま
し
た
。

顧
問
契
約
に
よ
る
指
導
も
検
討

―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、一
定
期
間
、

顧
問
契
約
を
結
ぶ
指
導
方
法
も
検
討
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
事
業
所
の
中
で
1
人
が

エ
ク
セ
ル
を
活
用
す
る
能
力
を
身
に
つ
け

れ
ば
、
順
次
、
他
の
社
員
に
広
げ
て
全
体

の
能
力
を
高
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
顧
客
開
拓
の
た
め
「
か
な
ざ
わ

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
」
な
ど
に
も
、
こ
れ

か
ら
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

企業経営者・創業者

金沢商工会議所

専門家③支
援依
頼

⑤情
報共
有

②
支
援
ニ
ー
ズ
の
確
認

④助言・支援

　当所では、業種・業態やご相談の内
容を踏まえたアドバイスで、経営者の
皆様が求める実践的かつ具体的な対応
策とその実行をサポートしています。
　経営安定に向け、" 企業の健康 " を
求める経営者には「企業ドック」、創
業希望あるいは創業間もない経営者に
は「創業支援コンサルティング事業」
があり、どちらの支援制度も無料で利
用可能です。

●お問い合わせ

①
お
申
し
込
み

１
２
３

○3つの特長

アウルシステムサービスアウルシステムサービス
のお客様の声のお客様の声

■「１物件当たりの見積もり・
請求書・発注書の作業が連動す
ることで、40 分短縮でき、スケ
ジュール管理やお客様へのタイ
ムリーな対応が可能になった」
（造園業、30 代　男性）

■「苦労して営業員ごと、品目
ごとの売上を集めたが、集計は
時間がかかると思いあきらめて
いた。エクセルを使うことで、
項目ごとの集計が短時間で簡単
にできて助かった」
（卸業、40 代　男性）

■「エクセル一つで、申請書類
の作成が、こんなに短時間でで
きるとは思わなかった。書類の
記載ミスや転記ミスも少なくな
り、本業にかける時間が増えて
よかった」
（電気工事業、30 代　男性）

相談無料
 専門家が貴社に伺うことも可能
秘密厳守

専門家の支援を受けて専門家の支援を受けて
みませんかみませんか

経営相談グループ ℡２６３ー１１６１

企業ドック制度
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金
沢
商
工
会
議
所
は
、
企
業
の
飛

躍
を
応
援
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
利

厚
生
制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
生
命
共
済
制
度
を
利
用
さ

れ
て
い
る
事
業
所
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

―
創
業
の
経
緯
と
お
店
の
概
要
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

約
40
年
前
に
金
沢
市
古
府
町
で
、
㈱
ま

つ
や
（
か
ほ
く
市
）
さ
ん
の
「
と
り
野
菜

み
そ
」
を
使
っ
た
鍋
料
理
の
店
を
始
め
た

の
が
、
創
業
の
経
緯
で
す
。

　

当
時
、「
と
り
野
菜
み
そ
」
は
今
ほ
ど

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に

並
ぶ
こ
と
も
少
な
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
れ
は
業
務
用
と
し
て
鍋
料
理
の
店
に

最
適
の
材
料
だ
と
考
え
、
ま
つ
や
さ
ん
の

先
代
社
長
に
、
う
ち
で
使
わ
せ
て
ほ
し
い

と
直
接
依
頼
し
、
了
解
を
得
て
開
業
し
た

の
で
す
。

　

以
来
、
夫
婦
で
店
を
切
り
盛
り
し
、
平

成
元
年
に
古
府
町
か
ら
今
の
桂
町
へ
、
金

沢
中
環
状
道
路
の
建
設
に
伴
っ
て
移
転
し

て
30
年
た
ち
ま
し
た
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
息
子
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
辞
め
て
後
を
継
ぎ
、
現
在
は
、
家
族
3

人
と
ア
ル
バ
イ
ト
1
人
で
店
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

ま
つ
や
桂
店

（
回
答
者
）

岡
本
よ
し
子
さ
ん

岡
本　

誠　
さ
ん

岡
本
外
喜
男
さ
ん

金
沢
市
桂
町
イ
32-

4

℡
２
６
８-

８
１
７
４

鍋料理の定番となった人気の「とり
野菜みそ」を提供する

　

か
つ
て
同
様
の
店
は
、
県
内
に
複
数
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
金
沢
市
内
で

「
と
り
野
菜
み
そ
」
を
お
店
で
食
べ
ら
れ

る
の
は
、
当
店
だ
け
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

と
り
野
菜
鍋
は
5
0
0
円
、
ご
飯
小

が
1
2
0
円
の
手
ご
ろ
な
価
格
が
支
持

さ
れ
、
特
に
お
昼
は
、
常
連
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。「
と
り
野
菜
み
そ
」
も
、

石
川
県
の
郷
土
料
理
の
一
つ
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
人
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
後
は
、
当
店
に
も
県

外
か
ら
の
お
客
様
が
来
店
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
知
名
度
が
上
が
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

年
１
回
の
配
当
金
が
楽
し
み

―
生
命
共
済
制
度
に
加
入
し
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
命
共
済
制
度　

利
用
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

家
族
経
営
の
飲
食
店
な
の
で
、

家
族
経
営
の
飲
食
店
な
の
で
、

本
当
に
助
か
り
ま
し
た

本
当
に
助
か
り
ま
し
た

思
わ
ぬ
ケ
ガ
で
1
カ
月
半
入
院

 まさか私が!
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金
沢
商
工
会
議
所
さ
ん
に
入
会
し
た
の

が
、
創
業
間
も
な
い
昭
和
58
年
で
、
生
命

共
済
制
度
は
、
そ
の
こ
ろ
勧
め
ら
れ
て
加

入
し
ま
し
た
。
団
体
扱
い
で
個
人
加
入
よ

り
割
安
に
な
る
た
め
、
会
員
の
特
典
だ
と

感
じ
て
加
入
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

掛
け
捨
て
で
す
が
、
年
1
回
、
配
当
金

と
し
て
返
金
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
配
当
金
は
、
金
沢
商
工
会
議
所

の
管
内
で
、
事
故
が
少
な
い
ほ
ど
上
が
る

仕
組
み
だ
そ
う
で
、
最
近
は
掛
け
金
の
30

％
ほ
ど
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

万
一
の
時
に
保
証
が
得
ら
れ
る
安
心
に

加
え
て
、
配
当
金
が
支
払
わ
れ
る
の
は
、

大
い
に
魅
力
で
す
。

　

何
も
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
一
昨

年
、
足
を
骨
折
す
る
ケ
ガ
を
し
て
、
共
済

制
度
の
あ
り
が
た
さ
も
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
年
69
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま
さ

か
自
分
が
、
転
ん
だ
だ
け
で
骨
折
す
る
と

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
院
期

間
は
1
カ
月
半
に
お
よ
び
ま
し
た
。

　

入
院
中
は
、
私
に
代
わ
っ
て
ア
ル
バ
イ

ト
に
頼
る
必
要
も
あ
り
、
災
害
入
院
給

付
金
が
支
給
さ
れ
て
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
お
か
げ
で
影
響
を
最
小
限
に
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

必
要
経
費
に
算
入
で
き
、
節
税
に
効
果

―
ほ
か
に
加
入
さ
れ
て
良
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　

個
人
事
業
で
商
売
し
て
い
る
た
め
、
法

人
よ
り
必
要
経
費
に
な
る
対
象
が
限
ら
れ

る
中
で
、
掛
け
金
が
全
額
必
要
経
費
に
算

入
で
き
る
こ
と
は
節
税
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
を
し
て
い
な
い
時
間
帯
で

も
、
24
時
間
・
3
6
5
日
、
何
か
あ
れ
ば

保
証
の
対
象
に
な
る
の
は
、
安
心
感
が
増

し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
福
利
厚
生
制
度
を
利
用
し
て

万
一
へ
の
備
え
を
固
め
た
上
で
、
こ
れ
か

ら
も
二
代
目
に
な
る
息
子
を
中
心
に
、「
と

り
野
菜
み
そ
」
の
魅
力
を
手
軽
に
味
わ
っ

て
も
ら
え
る
、
愛
さ
れ
る
店
で
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

内容 件数 給付金支払い額

死亡保険金 6件 14,000,000円

高度障害保険金 0件 0円

災害入院給付金 17件 2,505,000円

障害給付金 0件 0円

給付金総額 　　 23件 16,505,000円

昨年度の給付金総額は
1650 万 5000 円でし
た。また、今後 4月ま

での給付金を加算して収支計算を
行い、剰余金を毎年7月未に配当
金として加入事業所にお支払いし
ています。

0 5 10 15 20 25 30 35

平成 26 年度

平成 27 年度

平成 28 年度

約32.7％

約 29.5％

約 33.2％

※過去3年間の配当実績 掛け金に対する比率

平成29年度（昨年5月～今年3月）の給付金支払状況

金沢で唯一「とり野菜みそ」を味わえる飲食店



開 催 日  11月22日（木）
　　　　　  （10時～ 13時、14時～ 17時　※13時～ 14時は休憩時間）

主 催  金沢商工会議所

共 催    小松商工会議所、七尾商工会議所、輪島商工会議所、加賀商工会議所、
珠洲商工会議所、白山商工会議所、石川県内各商工会、石川県商工会連合会

開 催 場 所  金沢商工会議所会館　１Ｆ　ホールなど

商 談 分 野    食品、食材（一次産品含む）、住・生活雑貨、衣料、
家具、地域特産品、一般消費者向け商材ほか

募 集 対 象    百貨店、スーパー等大手小売業者への販路開拓
を希望する石川県内の中小製造業、卸売業、農林
水産業など

買い手企業  百貨店、スーパー、専門店、ホテル等
　　　　　  ※  買い手企業は順次、参加が決定します（最新の

買い手企業は当所HPで随時お知らせします。）

参加費（税込）  

申 込  当所HPまたは、所定の申込用紙をご利用ください。
　　　　　　※詳細は当所HPをご覧ください

問合せ先  経営相談グループ　TEL263-1161

10/31までのお申込み 11/1以降のお申込み
石川県内の商工会議所・商工会会員 5,000円 7,000円
上記以外 12,000円 14,000円

●   石川県内の中小企業者と百貨店、スーパー、専門店、ホテル等の大手小売業
者との商談のチャンスを提供し、新規取引や販路開拓・拡大を目指す皆様を
支援します。

●   一般的な商談会とは異なり、買い手企業(大手小売業など)が会場のブースで
待機する中、売り手企業が先着順で商品を売り込む形式の「逆」商談会です。

● 今回は関西の大手業者のバイヤーも参加予定です。

中小企業販路開拓応援事業中小企業販路開拓応援事業

第２回第２回イチ押し商品売り込み商談会イチ押し商品売り込み商談会

御社の「イチ押し商品」を売り込む絶好のチャンスです！！

売り手売り手企業募集企業募集

H29年度より実施した「イチ押し商品売り込み商談会」の様子
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● 有期実習型訓練とは
　  　ジョブ・カードを活用したOff-JT（座学等）とOJT（実習）を効果的に組み合わせた３ヶ月以上６ヶ月
以内の職業訓練であり、有能な人材を育成したい企業と正社員の経験が少ない求職者とのマッチング
を促進する国の制度です。
　  　一定の要件を満たしている場合は、訓練の終了後に国から人材開発支援助成金が支給されますので
訓練の実施に要するコスト負担を軽減できます。

● 企業側のメリット
　①  訓練期間を通じて訓練生の適性や能力を判断できるため、採用時のミスマッチや早期離職のリスクを
軽減できます。

　②  訓練カリキュラムを通じて訓練生の能力を高めることによって、有能な人材を育成できます。
　③  自社のパートやアルバイトなどの非正規雇用労働者を正社員として雇用するときも活用できます。
　④  人材の育成や能力開発に積極的な企業であることを対外的にＰＲできます。
　⑤  訓練終了後に国から支給される助成金を活用することにより、訓練コスト負担を軽減できます。

● サポート体制
　  　当所の職員が、訓練カリキュラムの策定や求職者へのキャリアコンサルティングなど、多様な面から
支援しますのでご安心下さい。

石川県下では1,000社以上の活用実績があります。
詳しくは、金沢商工会議所　石川県地域ジョブ・カードセンターへご連絡下さい。担当職員が御社へお伺い
します。

お問い合わせ … TEL 216-5567（金沢商工会議所　石川県地域ジョブ・カードセンター）

　「ＩＴ導入補助金」は、顧客・在庫・予約管理のシステムやコミュニケーションツールの導入など、自社の課題・ニーズに合
わせて様々な業種の方が活用できる補助金です。
　ソフトウェアやクラウド利用費、導入関連経費等を対象として、50万円を上限に補助されます（下限15万円、補助率１／２
以下）。

※１：ＩＴツールの説明や導入、運用方法の相談等のサポートを行う事業者。
　 　  経済産業省の委託を受けた「サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業事務局」の審査を経て採択される。また、この「ＩＴ導入支援事業者」の提供するＩＴツールのみ

が本補助金の対象となる。
※２：本補助金の申請・報告は、申請者と共同で内容を確認した上で、すべて「ＩＴ導入支援事業者」が代理で行う。

◆ＩＴツール導入までの流れ
「ＩＴ導入補助金」ホームページ（https://www.it-hojo.jp/）で
自社に適したＩＴツールと「ＩＴ導入支援事業者（※１）」を検索する。

▼
ＩＴツールの導入について、検索した「ＩＴ導入支援事業者」に相談し、
ＩＴツールの導入で得られる効果や導入に係る経費等を確認する。

▼
ＩＴツールを導入する場合は、本補助金の申請内容を
「ＩＴ導入支援事業者」と共同で確認する（※２）。

▼
事務局の審査を経て、本補助金の交付が決定する。

※交付決定前に契約・導入され発生した経費は補助対象となりません。

▼
「ＩＴ導入支援事業者」と契約を結んでＩＴツールを導入し、代金を支払う。

▼
本補助金の実績報告内容を「ＩＴ導入支援事業者」と共同で確認する（※２）。

▼
補助金額が正式に決定し、補助金が交付される。

▼
「ＩＴ導入支援事業者」がＩＴツール導入後のアフターフォローを行う。

▼
導入効果の報告内容を「ＩＴ導入支援事業者」と共同で確認する（※２）。

ＩＴツールを導入した売上アップに
「サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業費（ＩＴ導入補助金）」を活用しましょう！

～自社のニーズに合った人材の育成が可能～
人材育成・定着には「有期実習型訓練」の活用を！

～ 二次公募の開始は６月中旬を予定！～
「ＩＴ導入補助金」ホームページ　https://www.it-hojo.jp/　で、
本補助金の詳細や取り組み事例などをご確認ください。
※サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業コールセンター TEL ： 0570－000－429
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動
向
や
経
済
環
境
の
把
握
に
必
要
な
各

種
統
計
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
し
た
。

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

景
況
・
動
向
調
査

４
回

４
回

提
供
事
業
者
数

８
，
４
０
０
社

８
，
９
５
１
社

２
．  

経
営
状
況
の
分
析

２
．
経
営
状
況
の
分
析

　

  　

経
営
指
導
員
の
窓
口
・
巡
回
相
談
に

お
い
て
、「
経
営
問
診
表
」
な
ど
を
活

〜
平
成

〜
平
成
2929
年
度　
「
経
営
発
達
支
援
事
業
」　

実
績
報
告
〜

年
度　
「
経
営
発
達
支
援
事
業
」　

実
績
報
告
〜

・
事
業
内
容
（
国
の
指
針
に
則
し
た
事
業
）

１
．  

地
域
経
済
動
向
調
査
の

 

実
施
と
情
報
提
供

１
．
地
域
経
済
動
向
調
査
の

実
施
と
情
報
提
供

　

  　

当
所
が
以
前
か
ら
実
施
し
て
き
た

「
景
況
・
業
況
動
向
調
査
」（
景
況
感
・

売
上
高
・
雇
用
状
況
等
）
や
「
景
気
マ

イ
ン
ド
調
査
」（
景
気
の
現
状
・
先
行

き
等
）
の
結
果
の
提
供
の
ほ
か
、
経
済

小
規
模
事
業
者
の
皆
様
を
強
力
に

小
規
模
事
業
者
の
皆
様
を
強
力
に

  

支
援
し
て
い
ま
す
！

支
援
し
て
い
ま
す
！

用
し
、
経
営
状
況
を
分
析
、
把
握
し
た

上
で
支
援
を
実
施
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

相
談
内
容
に
応
じ
て
各
種
専
門
家
を
派

遣
し
、
適
切
な
助
言
・
支
援
に
繋
げ
ま

し
た
。

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

巡
回
訪
問
件
数

３
，
４
０
０
件

４
，
３
３
５
件

窓
口
相
談
件
数

３
，
５
０
０
件

２
，
１
５
２
件

企
業
ド
ッ
ク
利
用
件
数

70
件

33
件

３
．
事
業
計
画
の
策
定
を
支
援

３
．
事
業
計
画
の
策
定
を
支
援

　

  　

新
商
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
、
販
売

促
進
、
創
業
な
ど
、
個
々
の
目
的
に
応

じ
た
事
業
計
画
策
定
を
支
援
す
る
た

め
、
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー

４
回

５
回

　

参
加
者
数

１
０
０
名

74
名

個
別
相
談
会

４
回

５
回

　

参
加
者
数

20
名

14
名

計
画
策
定
者
数

１
５
０
名

98
名

４
．
事
業
計
画
の
実
行
を
支
援

４
．
事
業
計
画
の
実
行
を
支
援

　

  　

事
業
計
画
策
定
後
、
電
話
や
巡
回
に

よ
る
計
画
の
進
捗
確
認
、
及
び
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
行
う
ほ
か
、
資
金
調
達
の

必
要
性
が
生
じ
た
場
合
は
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
低
利
融
資
の
活
用
や
、
各
種

補
助
金
、
融
資
制
度
利
用
時
の
支
援
も

行
い
ま
し
た
。

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

20
件

14
件

５
．
需
要
動
向
調
査
の

 

実
施
と
情
報
提
供

５
．
需
要
動
向
調
査
の

実
施
と
情
報
提
供

　

  　

消
費
動
向
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
（
商

品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に
重
視

○
経
営
発
達
支
援
事
業
と
は
・
・
・

　

小
規
模
事
業
者
が
展
開
す
る
事
業
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会

議
所
・
商
工
会
が
小
規
模
事
業
者
に
よ
る
事
業
計
画
の
策
定
や
着
実
な
実
施
を「
伴

走
型
」
で
支
援
し
、
ひ
い
て
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
主
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
・
商
工
会
が
作
成
す
る
当
該
支
援
計
画
の
中
で
、
小
規
模
事
業
者

の
技
術
向
上
、
新
た
な
事
業
分
野
の
開
拓
は
も
ち
ろ
ん
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

発
達
に
資
す
る
計
画
を
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
当
所
は

平
成
28
年
４
月
に
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

H29年度より実施した「イチ押し商品売り込み商談会」の様子
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②
創
業
支
援

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

創
業
応
援
塾

２
回

１
回

　

参
加
者
数

50
名

32
名

創
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

１
回

１
回

　

参
加
者
数

30
名

22
名

創
業
指
導
事
業
者

２
０
０
社

74
名

③
創
業
支
援

 

（
認
定
時
に
計
画
し
て
い
な
か
っ
た
事
業
）

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

創
業
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

講
座
（
女
性
限
定
）

-

１
回

　

参
加
者
数

-

30
名

創
業
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

-

１
回

　

参
加
者
数

-

５
名

※  

今
年
度
も
引
き
続
き
様
々
な
取
り
組
み

を
実
施
し
、
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
を

二
人
三
脚
で
支
援
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

※  

な
お
、
各
種
事
業
は
、
会
報
の
ほ
か
、

メ
ル
マ
ガ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
登
録
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

経
営
相
談
グ
ル
ー
プ

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
６
３

－

１
１
６
１

○   平
成
29
年
度
事
業
実
績
に
対
す
る
外

部
専
門
家
の
総
合
評
価

　

  　

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
若
干

目
標
を
下
回
る
実
績
項
目
も
あ
っ
た

が
、
否
定
的
な
意
見
や
抜
本
的
な
改

善
要
求
等
は
出
ず
、
概
ね
評
価
を
得

ま
し
た
。

し
て
い
る
点
等
）
や
消
費
動
向
モ
ニ
タ

ー
会
議
（
ト
レ
ン
ド
、
期
待
さ
れ
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
・
分
析
）
を
行

い
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
等
の
把
握
を
図
り

ま
し
た
。

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

消
費
動
向
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

２
回

２
回

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
調
査

必
要
時

０
回

消
費
動
向
モ
ニ
タ
ー
会
議

１
回

１
回

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

か
ら
の
情
報
収
集

２
回

２
回

セ
ミ
ナ
ー
開
催

２
回

２
回

公
表
統
計
デ
ー
タ
活
用

随
時

随
時

情
報
提
供
事
業
者
数

２
０
０
社

１
３
９
社

６
．
新
た
な
需
要
の
開
拓
を
支
援

６
．
新
た
な
需
要
の
開
拓
を
支
援

　

  　

事
業
範
囲
の
拡
大
を
は
じ
め
、
後
継

者
の
育
成
な
ど
に
力
点
を
置
い
た
支
援

に
よ
る
経
営
基
盤
の
改
善
、
強
化
、
安

定
化
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
商

品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
商
品
づ
く
り
な
ど

の
事
業
の
継
続
発
展
の
た
め
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

①
販
路
開
拓

実
施
内
容

Ｈ
29
目
標

Ｈ
29
実
績

か
な
ざ
わ
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

１
回

１
回

　

商
談
件
数

３
５
０
件

３
３
２
件

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

３
回

３
回

　

参
加
者
数

90
社

46
社

イ
チ
押
し
商
品
売
り
込
み
商
談
会

-

１
回

　

商
談
件
数

-

２
４
５
件

 

※
新
規
事
業
に
は
新
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

新

メルマガ会員の募集メルマガ会員の募集
 活用可能な補助金・助成金等の情報
   人材育成・スキルアップや
経営課題に役立つセミナー・講習会情報
 まちのイベント等の地域情報
 ほぼ毎週１回以上の頻度で配信します

詳しくはこちら↓

ここからも

金沢商工会議所メルマガ 検索

タイムリーに
経営に

役立つ情報を
お送りします！

K
AN
AZ

AWA KAIGISY
O M
AIL MAGAZ

IN
E

登録
無料

簡単
登録
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第
67
回
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
は
、
６
月
１
日
（
金
）
〜
３
日
（
日
）
に

開
催
し
ま
す
。
メ
イ
ン
の
「
百
万
石
行
列
」
は
、
藩
祖
前
田
利
家
公
が
金

沢
城
へ
入
城
し
、
金
沢
の
礎
を
築
い
た
偉
業
を
偲
ん
で
開
催
す
る
も
の
で
、

２
日
（
土
）
14
時
20
分
よ
り
金
沢
駅
東
広
場
を
出
発
し
、
金
沢
城
公
園
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
前
田
利
家
公
役
を
俳
優
の
高
橋
克
典
さ
ん
、
お
松
の
方
役
を
女
優
の
羽
田
美

智
子
さ
ん
が
演
じ
ま
す
。

　

行
列
の
先
導
隊
と
し
て
、
地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
か
ら
、
石
川
ミ
リ
オ
ン
ス
タ
ー
ズ
、

ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
、
金
沢
武サ
ム
ラ
イ
ズ

士
団
が
前
回
に
引
き
続
き
参
加
。
そ
し
て
行
列
の
至
る
と
こ
ろ

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
「
お
も
て
な
し
隊
」
が
登
場
す
る
ほ
か
、前
回
新
た
に
行
っ

た
鷹
匠
に
よ
る
「
鷹
狩
り
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
沿
道
の
皆
様
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
行
列
の
最
後
に
は
利
家
公
が
武
者
達
を
従

え
金
沢
城
へ
入
城
し
、
勝
ち
鬨
を
上
げ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
迎
え
ま
す
。

　

夜
の
部
と
し
て
、
企
業
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

約
１
万
人
の
踊
り
の
輪
が
通
り
を
埋
め
つ
く
す
「
百
万

石
踊
り
流
し
」、
篝
火
の
も
と
加
賀
宝
生
の
幻
想
的
で

幽
玄
な
世
界
を
堪
能
で
き
る
「
百
万
石
薪
能
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
社
中
の
お
点
前
が
披
露
さ
れ
る
「
百
万

石
茶
会
」、
特
別
協
賛
行
事
と
し
て
、
加
賀
百
万
石
「
盆

正
月
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
期
間
中
、
多
彩
な
行
事
を

実
施
し
ま
す
。

茶
会
、踊
り
流
し
、薪
能
な
ど
多
彩
な
行
事
を
開
催

茶
会
、踊
り
流
し
、薪
能
な
ど
多
彩
な
行
事
を
開
催

　
　

行
列
の
主
役
・
利
家
公
役
に
高
橋
克
典
さ
ん
、

　
　

行
列
の
主
役
・
利
家
公
役
に
高
橋
克
典
さ
ん
、

  

お
松
の
方
役
に
羽
田
美
智
子
さ
ん

お
松
の
方
役
に
羽
田
美
智
子
さ
ん

主
　
催
　
行
　
事

開 催 日 時　　間 行　　事 開催場所

6/1（金）
 9：00～10：00 お水とりの儀式・茶筅供養 金澤神社・成巽閣

10：00～10：40 祈願祭 尾山神社

13：00～14：00 献茶式 尾山神社

6/2（土）

8：30～16：00 百万石茶会 兼六園及びその周辺

14：00～18：00 百万石行列
（14:00～14:20） 　出発式 金沢駅東広場前出発

（14:20～17:30） 　行列 金沢駅東広場前～金沢城公園

（16:00～18:00） 　入城祝祭 金沢城公園
18：00～20：00 百万石踊り流し 南町～片町間（国道157号線）

香林坊～広坂交差点手前（広坂通り）
19：00～21：00 百万石薪能 金沢城公園

6/3（日）  8：30～16：00 百万石茶会 兼六園及びその周辺

特
別
協
賛
行
事

開 催 日 時　　間 行　　事 開催場所

6/1（金）
18：40～21：00 子ども提灯太鼓行列 しいのき迎賓館出発

19：00～21：00 加賀友禅燈ろう流し 浅野川

6/2（土） 10：00～18：00 加賀百万石「盆正月」 金沢城公園

6/3（日）
10：00～16：00 加賀百万石「盆正月」 金沢城公園

10：30～16：00 民謡華絵巻 金沢歌劇座

※開催場所・開催時間等、一部変更する場合があります。

■金沢百万石まつりの日程■金沢百万石まつりの日程

67

いよい
よ開幕

！
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６
月
２
日（
土
）の
主
な
交
通
規
制

６
月
２
日（
土
）の
主
な
交
通
規
制  

（
小
雨
決
行
で
す
）

（
小
雨
決
行
で
す
）

お願い 百万石行列・百万石踊り流しにともなう車両通行止め規制の実施について

　百万石行列の行進に従い図のとおり車両通行止めの交通規制が実施され、百万石行列終了

後は順次解除されます。百万石踊り流しは百万石行列に引き続き国道１５７号線・広坂通り

で開催されますので、う回路等をご利用願います。

■
募
集
要
項

● 

題
材
／
第
67
回
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
の
全
行
事
の

写
真
。
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

　

１
人
５
点
ま
で
と
す
る
。

● 

サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
Ｒ
Ｐ
プ
リ
ン
ト
で

４
ツ
切
ま
た
は
４
Ｗ
。

● 

材
料
／
フ
ジ
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
、
フ
ジ
ク
ロ
ー
ム
、

フ
ジ
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
フ
ジ
Ｒ
Ｐ
プ
リ
ン
ト
ほ
か
。

　

  （
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
及
び
画
像
処
理
し
た
プ
リ
ン

ト
は
不
可
）

●
提
出
先

　

  

当
所
地
域
産
業
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
最
寄
り
の
石
川

県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店
。

●
発
表

　

８
月
上
旬 

北
國
新
聞
紙
上
。（
予
定
）

■
賞

　

金
沢
百
万
石
ま
つ
り
実
行
委
員
会
会
長
賞
ほ
か

※
入
賞
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

8
月
中
旬
に
金
沢
商
工
会
議
所
会
館
に
て
入
賞
作

品
展
を
開
催
予
定
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

金
沢
百
万
石
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

２
６
３ 

・
１
１
５
４

締
切
は
７
月
２
日（
月
）ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

『そーれ、それ、それ』撮影：中川光人
（昨年の金沢百万石まつり実行委員会会長賞作品）

浅野本町 

金沢 
東署 

森山北 
金沢城公園 

兼六園下 

兼六園 

兼六坂上 

至涌波 

金沢中署 
鱗町 

出羽町 

いもり堀 

 

いしかわ
四高記念公園

合同庁舎前 

尾山 
神社 
尾山 通行止（14：00～21：00） 通行止（14：00～21：00） 

通行止 
（14：30～18：30） 

通行止 
（14：30～18：30） 

（13：00～16：30） 

～
17
：0
0）
 

（
13
：
00

（
13
：3
0～
17
：0
0）
 

  通行止 
（14：00～18：00） 

  通行止 
（14：00～18：00） 

通行止 

（14：30～18：00） 

香林坊大和 

仙石通り 
金沢商工 
会議所 
金沢商工 
会議所 近江町

市場
近江町
市場

金沢21世紀 
美術館 

金沢市役所 

広坂北 

広坂 

県立美術館 

東
大
通
り 

彦
三
大
橋 

  

（
14：00～

21：00） 
（
14：00～

21：00） 

通
行
止 

小
橋 

石
川
門 

浅
野
川 

中
島
大
橋 

堀川町 

金沢駅 

金沢駅前中央 昭和大通り 

片町 香林坊 

長町 

長町武家屋敷跡 

金沢市民 
芸術村 

玉川図書館 

六枚 三社 
本町2丁目 

白銀 
別院通口 

横安江町 

彦三 

武蔵 

博労町 

めいてつ
エムザ 

スタジオ通り 

上堤町 南町 

中
央
公
民
館 

長
町
館 

北
国
ビ
ル 

百万石踊り流しの会場と
なるため、百万石行列に引
き続き通行止めになります。 

P

P

P

P

P

P

P

（14：00～21：00）

むさし西 

 
（14：00～21：00） 

通
行
止 

通
行
止 

通
行
止 

P

P

P

P

PP

（14：00～21：00）
（14：00～21：00）

しいのきしいのき
迎賓館 迎賓館 

元車 
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会議所の動き

122018.6

　

谷
本
正
憲
知
事
を
迎
え
、「
県
政
報
告　

い
し
か
わ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
話
頂
い
た
。

　

谷
本
知
事
は
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
持
続
や
金
沢
港
の
機
能
強
化
に
取
り

組
む
一
方
、
当
地
の
歴
史
・
文
化
資
産
を
磨
き
上
げ
る
た
め
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
に
金
沢
城
公
園
の
鼠
多
門
、
鼠
多
門
橋
の
完
成
を
目
指
す
ほ
か
、
二
の
丸
御

殿
の
図
面
発
見
を
契
機
に
復
元
の
可
能
性
を
具
体
的
に
検
討
す
る
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
人
手
不
足
を
背
景
と
し
た
人
材
確
保
・
活
用
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、

県
外
学
生
の
県
内
就
職
促
進
や
女
性
と
高
齢
者
の
求
人
・

求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
支
援
等
の
取
り

組
み
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、「
６
月
補
正
予
算
で
も
支

援
強
化
に
向
け
た
対
応
を
検
討
す
る
」
と
強
調
し
た
。

谷
本
知
事
が
県
政
の
方
針
と
人
手
不
足
解
消
策
を
語
る

議員・評議員懇談会 4
3

　

金
沢
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
推
進
室
長
の
石
蔵
茂
幸
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

た
金
沢
市
の
施
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
話
頂
い
た
。

　

金
沢
市
は
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
市
と
姉
妹
都
市
関
係
に
あ
り
、
金
沢
21
世
紀

美
術
館
が
同
国
の
美
術
館
と
交
流
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
蔵
室
長
は
「
金
沢
を
フ

ラ
ン
ス
の
五
輪
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
し
た
。今
後
、

水
泳
や
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
選
手
を
対
象
に
合
宿
期

間
中
に
相
互
交
流
を
図
る
予
定
だ
」
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
今
年
度
は
『
日
中

韓
文
化
交
流
事
業
』
や
『
価
値
創
造
事
業
×
（
か
け
る
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
等
も
企
画
す
る
」
と
述
べ
た
。

東
京
五
輪
に
向
け
、
金
沢
市
が
国
際
交
流
事
業
を
推
進

機械金属業部会 4
5

　

当
所
と
小
松
商
工
会
議
所
と
の
共
催
で
、
環
境
省
と
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生

保
全
機
構
よ
り
講
師
を
迎
え
て
開
催
し
、
19
名
が
参
加
し
た
。

　
「
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
」
制
度
と
は
、
国
の
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
一
定
の
ば
い
煙
発
生
施
設
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
が
、
排
出

量
に
応
じ
て
賦
課
金
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
制
度
の
概
要
や
費
用
負
担
の
仕
組
み
の
ほ
か
、

負
担
金
額
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
た
。

加
え
て
、
実
際
に
申
告
・
納
付
を
行
う
際
の
注
意
事
項
に
つ

い
て
も
理
解
を
深
め
た
。

　

説
明
会
後
に
は
、
個
別
相
談
会
も
実
施
し
、
参
加
者
は
講

師
に
直
接
、
相
談
を
行
っ
た
。

4
6

「汚染負荷量賦課金」説明・相談会

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
、
申
告･

納
付
準
備
を
進
め
る

　

株
式
会
社
ジ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
社
長
の
萩
原
扶
未
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「〝
男
ら

し
さ
〞〝
女
ら
し
さ
〞
か
ら
『
人
』、『
組
織
』
を
最
大
限
に
活
か
す
」
を
テ
ー
マ
に

講
話
頂
い
た
。

　

萩
原
社
長
は
、「
女
性
の
活
躍
推
進
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
女
性
管
理
職
の
育
成

や
登
用
は
、
女
性
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
話
し
、
男
女

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
仕
事
に
対
す
る
価
値

観
の
違
い
等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
人
口
の
減
少
に
よ
り
人

材
の
確
保
が
難
し
く
な
る
中
、
人
材
の
採
用
や
育
成
で
も
男

女
の
特
性
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
、「
女
性
も
活
躍
し
や

す
い
組
織
作
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

男
女
の
違
い
を
理
解
し
、
組
織
作
り
に
活
か
す

情報・文化部会、中小企業委員会合同会議 4
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会議所の動き

★★
６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
で
す
！

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
で
す
！

〜
雇
入
れ
・
離
職
時
の
届
出
と

〜
雇
入
れ
・
離
職
時
の
届
出
と

  

適
切
な
雇
用
管
理
は
事
業
主
の
責
務
で
す
〜

適
切
な
雇
用
管
理
は
事
業
主
の
責
務
で
す
〜

　

外
国
人
が
在
留
資
格
の
範
囲
内
で
、そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、適
正
に
就
労
で
き
る
よ

う
、事
業
主
の
方
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
や
配
慮
し
て
頂
き
た
い
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　

不
法
就
労
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主

が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」に
沿
っ
て
、職
場
環
境
の
改
善
や
再
就
職
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

※  

外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
は
、全
て
の
事
業
主
の
方
に
、雇
入
れ
と
離
職
の
際
に
、そ
の
都
度
、氏
名
、在
留
資
格

等
を
確
認
し
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
は
、雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得（
喪
失
）届
に
記
載
願
い
ま
す
。

　

  

右
記
以
外
の
場
合
は
、届
出
様
式
第
３
号
に
記
載
願
い
ま
す
。届
出
様
式
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

金
沢
公
共
職
業
安
定
所　

雇
用
援
助
部
門　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
５
３

－

３
０
３
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
金
沢
か
ら
の
お
知
ら
せ
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石
川
県
立
大
学
の
熊
谷
英
彦
学
長
を
講
師
に
迎
え
、「
発
酵
、
バ
イ
オ
、
石
川
県

立
大
学
の
産
学
・
地
域
連
携
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
話
頂
い
た
。

　

熊
谷
学
長
は
「
発
酵
製
品
は
主
に
、
伝
統
的
発
酵
産
業
と
近
代
的
発
酵
工
業
で

作
ら
れ
る
。
前
者
の
代
表
は
酒
類
、
後
者
は
ア
ミ
ノ
酸
だ
。
ど
ち
ら
も
微
生
物
の

作
用
で
生
産
さ
れ
る
。
北
陸
は
発
酵
食
品
の
宝
庫
で
、
か
ぶ
ら
ず
し
や
い
し
る
等

の
伝
統
的
食
品
が
豊
富
だ
。
ま
た
、
米
粉
パ
ン
や
乳
酸
菌
を
用
い
た
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
、新
た
な
製
品
開
発
に
も
成
功
し
て
い
る
」と
説
明
し
た
。

　

県
立
大
は
こ
う
し
た
食
品
研
究
に
加
え
、
動
物
の
生
態
調

査
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
自
然
災
害
か
ら
の
復
元
な

ど
、
幅
広
く
農
業
を
研
究
す
る
。
さ
ら
に
、
産
学
・
地
域
連

携
を
推
進
す
る
多
く
の
取
り
組
み
も
実
践
中
だ
と
語
っ
た
。

発
酵
の
新
た
な
活
用
法
と
産
学･

地
域
連
携
を
解
説

議員懇談会 5
1

職人の手仕事　～伝統工芸に技を見る～vol.2

1939 年石川県金沢市生まれ。
金沢市伝統産業貢献者、石川県伝統工芸士

◆齊藤博(さいとう・ひろし）

　齊藤さんは、和紙作りが「なりわい」として成り立つことに強く
こだわります。もともと、この仕事を目指したのは、農家の長男と
して、勤め人ではなく地元の二俣で生活するためでした。
　19歳で二俣和紙作家の坂本宗一郎氏に弟子入りして手

て す

漉き和
紙の技術を学び、29歳で独立。以後、戦後に一時途絶えていた楮

こうぞ

栽培に再び取り組み、独自の和紙作りに生かします。
　さらに、藩政期に公文書に使われた加賀奉

ほうしょ

書の再現に挑むな
ど、二俣和紙の振興に尽くしてきました。
　しかし、かつて二俣に30軒以上あった和紙工房は減り続け、今
では3軒にとどまっています。齊藤さんは「技術は伝承できても、
需要がなければ和紙作りが途絶える」と危機感を隠しません。
光明は、孫の杏

きょう

さんが後継者に名乗りを上げたことです。杏さん
は今、齊藤さんの下で修業に励みながら、和紙を使ったアクセサ
リーなど、新たな境地を切り開いています。
　加賀奉書に代表される和紙は、何百年も残り続ける力がありま
す。齊藤さんに続いて杏さんも、和紙作りを「なりわい」として、二
俣の長い歴史を紡ぎ続けるよう願っています。

二俣和紙

AR
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M
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く
ら
し
の
宝
物
を
探
そ
う
！

日
時
／
６
月
10
日（
日
）10
時
〜
16
時

場
所
／
せ
せ
ら
ぎ
商
店
街

●
せ
せ
ら
ぎ
通
り
商
店
街
振
興
会

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
１ - 

０
１
１
６

★
南
町
朝
市

　

朝
採
れ
野
菜
の
販
売
。

日
時
／
６
月
24
日（
日
）11
時
〜

場
所
／
尾
山
神
社
表
参
道
中
央
歩
道

●
南
町
通
り
商
店
会

商
店
街
イ
ベ
ン
ト
情
報
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